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1 サイト概況
Site overview





サイト概況まとめ
⚫

⚫

2026年2～3月は一時的にアクセスが急増している。2月はスマートフォンからの集
中アクセス、3月はボットと推定される機械的なアクセスが大半を占めており、これ
らを除いた通常月10ヶ月の月平均はユーザー約200／セッション約270／ページ
ビュー約580で、前年水準とほぼ同じである。

新規ユーザーが4,305人と全体4,322人の99.6%を占め、ほぼすべてが初めての訪
問である。作品をまとめて見られるポートフォリオサイトという性質上、同じ人が何度
も訪れる前提のサイトではなく、初めて訪れた人を作家ページや本体サイトへ送り
出す窓口として機能していると考えられる。



2 セッション分析
Session analysis















セッション分析まとめ
⚫

⚫

⚫

2026年2、3月を除いた10ヶ月はセッション数が月150〜350、エンゲージメント率
も40〜60%台で安定しており、前年水準と大きく変わらない。

2025年8月13日のみ、トップページに対してアクセスが集中（4,480PV／全PVの85%）。同
日のセッション数は通常水準で、特定のボットによる単発訪問と推定される。月の集
計値はこの1日の流入で押し上げられており、実態を反映していない。

通常月の流入経路は、Direct（URL直打ち・ブックマーク等）が約37%、検索からの流入が
約28%、他サイトのリンク経由が約20%。本体サイト（直接＋検索で約8割）と比べて他サ
イトのリンク経由が約2割を占めるのがGalleryの特徴で、作家個人サイト等やSNS
からの来訪経路が一定量機能している。



3 ユーザー分析
User analysis

















ユーザー分析まとめ
⚫

⚫

⚫

年齢層は18〜24歳が39%、25〜34歳が25%と、若年層が約6割を占める。男女比
はおおむね均衡（女性53%・男性47%）。地域は東京を中心としつつ、大阪・神奈川・愛知
ほか海外都市も含めて広く分散しており、本体サイト（東京・大阪に集中）と比べて幅広い
地域から訪れている。

ボット影響の大きい月を除いた通常月では、デスクトップ約67%・スマートフォン約
31%とパソコン中心で利用されている。OS構成はWindows 33%・Mac 24%・iOS 
19%・Android 9%で、クリエイティブ関連層が業務環境から訪問する姿が読み取
れる。

曜日・時間帯では、木曜と金曜の夕方から夜にかけてユーザーが集中する傾向が
ある。平日業務後にゆっくり作品を眺める閲覧スタイルと考えられる。



4 行動分析
Behavior analysis











行動分析まとめ
⚫

⚫

⚫

閲覧ページはトップ・カテゴリ・タグ・作家詳細・会員情報の5種類。8月のボット分
（トップ4,480PV）を除いた年間ページビューはトップ約2,800・カテゴリ約2,560・会員約
1,750・タグ約1,480・作家詳細約1,030と5階層に分散。平均閲覧時間はトップ1分
21秒、タグ・作家詳細4〜5秒と短い。

タグ・作家詳細の前年比+700〜2,700%という大幅増には3月のボット流入が含ま
れ、実態を反映していない。閲覧時間も5秒前後と極めて短く、目的のページに到達
できず離脱している可能性が高い。

外部リンクは年間469クリック。本体サイト（入会・問い合わせ）と作家個人サイト・
SNSの2系統で、作家ポートフォリオへの経由地として機能。サイト内検索データは
なく、利用者の検索意図は別途把握が必要。



QA



全体を振り返って
⚫

⚫

2026年2月のスマートフォンからの集中アクセス、3月のボット流入、8月13日のトッ
プページへのボット流入を除いた通常期の流入量は、前年水準とほぼ同じである。
年間総計の大幅増（ユーザー+150%等）はこれらの異常値で押し上げられた数字
であり、実態の人による閲覧は前年から横ばいと見るべき。

外部リンクは年間469クリックで、本体サイト（入会・問い合わせ）と作家個人サイト・
SNSの2系統への経由地として機能している。一方でサイト内の閲覧時間は5秒〜1
分台と短く、Gallery内部での回遊や滞在は限定的である。



次のステップ
⚫

⚫

⚫

課題分析・改善提案：本レポートで抽出した横断課題を、優先度と対応軸（新規閲覧
者／既存クリエイター向け）別に整理し、具体的な打ち手と工数感を検討する。

コンテンツインベントリ：Gallery全体のページを棚卸し、各ページの目的・対象・閲
覧状況の指標をひも付ける。

ヒューリスティック評価：本レポートで示した「閲覧時間の短さ」「目的ページに辿り
着けない経路」「サイト内検索の欠落」などの原因を定性的に裏付け、画面・導線設
計の修正方針を具体化する。
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